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業する旅館や店舗が増加し，それらが

空家として放置されている．これらは，

景観を損ねているだけでなく，防犯・防

災上の観点からも問題であるといえる．

また，空き地，あるいは駐車場とされ

た場合でも，歯抜け状態の街並みとな

り，景観を損ねているケースも多い．

3――衰退温泉地の問題点

我が国の温泉地の宿泊施設数は，都

道府県単位では環境省ホームページ等

によって把握することが可能であるが，

全国的に個々の温泉地の宿泊施設数を

知る方法を筆者らは知らない．

加えて，温泉地の廃業旅館が時間の

経過に伴って，空間的にどのように広がっ

ているかに関しても調査が可能となる

ことから，ゼンリンの住宅地図を用い

て，温泉地の旅館の状況について調査

を行った注1）．

図―2に示される対象とした温泉地

は，『JTB時刻表』の「日本観光旅館連盟

会員旅館・ホテル」および「JTB協定旅

館・ホテル案内」に記載されている1990

衰退観光地再生の課題と制度

■講演の概要（早川）

1――研究の背景と目的

近年，我が国では「観光立国」が政策

目標とされる一方で，我が国の代表的

な観光地の多くは，入込客数の減少や，

宿泊施設の倒産といった厳しい状況が

続いている．その原因の一つは，観光

地の魅力を低下させる不適切な土地利

用や観光客の欲求とずれたサービス形

態など，人為的要因であると考えら

れる．

しかし，いくつかの観光地では，景観

の改善など，魅力の向上に積極的に取

り組んでいる．今回のコロキウムは，観

光地を再生させるための制度設計を目

的とする研究の中間報告である．まず，

観光地が衰退している状況について分

析し，課題を明確にする．また，観光地

再生のために多様に存在する諸制度を

整理し，制度設計の基本的方向を提案

する．

2――観光地の衰退状況

図―1は，旧国鉄の周遊指定地（現在

の「周遊おすすめ地」）のうち，日本観光

協会『全国観光動向』等において，デー

タが存在する281箇所について，04年

の入込客数が90年と比較してどうなっ

ているかを示したものである1）．

全体では，7割弱の観光地において，

入込客数が減少しており，特に温泉や

景勝地において，減少している観光地

の割合が大きいことが示される．

特に，温泉は，我が国を代表する観

光資源であるが，多くの温泉地では，入

込客数や宿泊者数の減少に伴って，廃
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年4月時点の宿泊施設数の上位20箇所

から選定した．温泉地の範囲は，『JTB

のポケットガイド』によった2）．

以下，日本観光連盟に加盟している

か，JTBと協定を締結しているケースを

「日観連」宿泊施設とし，それらに未加

盟・非協定であるケースを「その他」宿

泊施設とした．そして，図―3のような各

温泉地の宿泊施設の状況を示す地図を

作成した．地図上の分布状況からは，

廃業する宿泊施設は，数軒まとまってい

る傾向が若干見受けられるものの，例

えば，駅から遠いところに廃業する宿泊

施設が多い（あるいは少ない）など，明

らかな地理的特徴は見出せなかった．

全体的な数値を示すと，対象観光地

において，1990年には1,361軒の宿泊

施設が存在していたが，2007年までに

それらのうち311件（約23％）が廃業し

ていることが確認された（図―4）．

さらに，図―5に示されるように，日観

連とその他の宿泊施設が廃業する割合

をみれば，その他の宿泊施設の廃業率

が高いことが示される．

一方，各温泉地について，宿泊施設

の廃業数をみたものが，図―6である．

図―6は，横軸に営業中の宿泊施設数

を，縦軸に廃業した宿泊施設数を示し

たものである．図中の斜線は，原点と

これら20箇所の温泉地の平均とを結ん

でいる．平均より廃業率が高くなってい

る温泉地は，日経産業消費研究所（2003）

による分類では3），「泉質・情緒型」の道

後，「リゾート拠点型」の伊東を除くと，

すべて，「にぎわい・娯楽型」，「奥座敷

型」，および「巨大集積型」に含まれてい

る．一方，平均以下には，「にぎわい・

娯楽型」の伊豆長岡を除くと，「秘湯型」，

「泉質・情緒型」，「自然資源型」，「伝

統・情緒型」，および「リゾート拠点型」

が含まれている．

以上から，客層が団体客中心で温泉

街の歓楽的要素を売りにしてきた温泉

地の宿泊施設の廃業率が比較的高く，

個人客を中心に自然や温泉街の情緒な

どを売りにしてきた温泉地は廃業率が

比較的低いといえる．

さらに，温泉地の跡地利用について

どのようになっているのかを示したもの

が図―7である．多い順に，空家（約

22％），個人宅（約19％），空き地（約

17％）の順になっている．空き地や駐車

場も歯抜けの街並みとなり，景観を悪

化させるという問題もあるが，空家の問

題は，景観だけでなく，防犯・防災上の

観点からも問題といえる．

ただし，建築物の大小・材質にもよる

が，建築物の除却には多額の費用が必

要となる．以下，建築物の除却に取り

組んでいる事例について簡潔に紹介する．
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■図―4 宿泊施設の廃業率（90⇒07年）
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■図―7 廃業宿泊施設の現況
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■図―3 地図（飯坂温泉）
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4――温泉地再生への取り組み注2）

①　鬼怒川温泉

鬼怒川温泉（栃木県日光市）は，都心

から特急列車で約2時間と近いところに

位置し，最盛期には宿泊客数が年間

300万人を超える宿泊者数となってい

た．しかし，2005年には200万人を割る

など，近年，需要が減少している温泉地

である．その結果，住宅地図によれば，

15軒の宿泊施設が廃業している．

特に，東武線車窓から見える廃業宿

泊施設は，鬼怒川温泉のイメージを悪く

していた．そこで，当時の藤原町役場

は「まちづくり交付金」を活用し，足湯

の整備等に加え，廃業宿泊施設の撤去

に取り組むこととした．鬼怒川温泉で

は，市が土地を購入する約束で，土地

所有者に建築物の除却を依頼してい

る．その撤去状況を示したものが図―

8である．

2007年2月の現地調査時点では，3箇

所の除却が行われていたが，日光市が

重点的に行いたい場所における除却は

1箇所にとどまっている．すなわち，除

却を行うべき場所というよりも可能な場

所からとなっているのが実情である．鬼

怒川温泉では，廃業宿泊施設の所有者

が他市町村に住んでいるケースが多く，

所有者の特定など，交渉に到るまでが

大変であるとのことである．

②　鶯宿温泉

鶯
おう

宿
しゅく

温泉（岩手県雫石町）は，東北新

幹線盛岡駅からバスで約50分のところ

に位置する山間の温泉地である．

図―9に示されるように，温泉地全体

の宿泊客数は増加しているが，宿泊定

員100名以下の小規模旅館の宿泊客数

が減少している状況にある．

1990年には，温泉街中心部には23軒

の宿泊施設が存在していたが，2006年

には16軒となっている．鶯宿温泉では，

上述のような廃業宿泊施設の問題も存

在するが，使われていない別荘および

空き店舗等が大きな問題となっている．

鶯宿温泉における景観改善への取り

組みは，旅館の経営者が宿泊客から温

泉街全体の景観について指摘を受けた

ことから始まっている．そして，その経

営者がリーダーシップをとり，温泉街を

まとめ，行政と連携しながら，2004年

以降（ハード整備は2005年以降），温泉

地の改善に取り組んでいる．

2007年6月現在では，鶯宿温泉活性

化事業により，アパート・別荘など3棟を

取り壊した．その他，別荘所有者が自

発的に取り壊したケースも数棟ある．

鶯宿温泉活性化事業の財源は，地元

信用金庫との連携による大規模旅館の

負担金，旅行会社の支援事業，および

雫石町の一般財源等である．ただし，

建築物の除却で最大の旧歓楽レジャー

施設（いのうえ24）の撤去には，「まちづ

くり交付金」が使われる予定である．

鬼怒川温泉および鶯宿温泉について

は，温泉地再整備の取り組みが開始さ

れたばかりであり，改善された景観の

出来具合や宿泊者数などによって評価

することは困難であるが，温泉地全体で

景観の改善に取り組みを始めたことに

は一定の評価がなされうる．

③　層雲峡温泉

層雲峡温泉（北海道上川町）は，JR旭

川駅からバスで1時間50分（JR上川駅

からバスで30分）のところに位置する山

間の温泉地である．

層雲峡の事例で注目されることは，鬼

怒川温泉や鶯宿温泉が部分的に再整備

を進めているのに対して，温泉街全体

を一斉に再開発を行ったことである．

岡本（1997）によれば5），環境庁（当

時）の大雪山国立公園統括管理官が建

築物の老朽化が進んでいた層雲峡集団

施設地区の景観を改善したいと考えた

ことが再開発の契機である．そして歴

代の管理官が中心となり，地元経営者

と自治体との調整を行い，再整備計画

の策定に至ったとされる．そして，地元

資本による第三セクターの再開発会社

（上川町25％，地元経営者75％出資）が

設立され，再開発が進められることと

なった．

その際，環境庁の「自然公園整備事

業」と建設省の「優良建築物等整備事

業」補助制度等，国の補助制度を活用

しながら，1995年から2000年にわたっ

て再開発事業が進められた．

日本観光協会によれば1），層雲峡（上

川町）の宿泊客数は再開発によって，減

少傾向に歯止めがかかったものの，大

幅に増えているわけではない．しかし，

各省庁・自治体・地元経営者等が連携

すれば，景観の改善が可能であること

を示したことに意義があるといえる．

5――国の助成制度

以上，観光地の再整備の事例の中で，
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「まちづくり交付金」，「優良建築物等整

備事業」など，国庫補助制度を紹介し

た．そこで，国庫補助制度において，観

光に関する代表的な事例を示すと以下

のものがある．

表―1～3で示されるように，現在の

「観光」を対象とした補助制度は，ハー

ド整備よりもむしろソフト事業に重点が

置かれている．観光地づくりには，地方

自治体が，主としてインフラ整備に対す

る国庫補助制度を援用している状況に

ある．このような都市・農村振興などの

インフラ整備に対する国庫補助の援用

のみで，観光地の再整備が十分可能で

あるかどうかについては，今後の課題

としたい．

国庫補助制度に関しては，現在，さら

に調査中であるが，気づいた点を2点

述べたい．一つは，一見，観光地に対

する助成制度とは無関係にみえ，まだ

観光地には適用されていないが，実際

は活用可能と思われる補助制度が存在

し，それらの活用について検討するこ

とがある．

例えば，中小企業庁の商店街の活性

化を目的とした助成制度に「少子高齢化

対応中小企業活性化事業」があり，その

中に，空き店舗の活用に対する助成制

度がある．関東経産局によれば，この空

き店舗には，宿泊施設も含まれるとの

ことである．補助対象経費には，施設

の建設費等（ただし，土地に関する部分

を除く），空き店舗の改装費，賃借料

（ただし，取得費は対象外）が含まれる．

補助対象者は，商工会，商工会議所，

事業協同組合，NPO法人，社会福祉法

人，第三セクター会社などとなっており，

例えば温泉地の飲食店組合も対象者に

含まれる．

ただし，関東経産局では，商店街の

定義を「目安として20店以上の商店集積

区域」としているそのため，例えば温泉

地であれば，補助対象となりうるケース

は，かなり大規模な温泉地に限定され

るという課題も残る注3）．

もう一つは，衰退観光地の再生のた

めには，従来の発想だけにとらわれず，

例えば，民間活力を引き出すために事

業者へ直接補助するなど，新しい観点

が必要なのではないかということがある．

例えば，表―3に示される経産省の

「戦略的中心市街地活性化支援事業」に

は，公的部門を対象とした補助に加え

て，民間事業者の能力の活用により，多

くの中心市街地活性化の範となるべき

先進的・モデル性を有する取組等に対

し，国が「民間事業者を直接支援」する

制度もある．衰退中心市街地活性化と

同様，衰退観光地に対しても，新しい観

点からの補助制度の創設が期待される．

6――まとめ

以上，簡単ではあるが，衰退温泉地

の状況とそれに対する国庫補助制度の

概要について紹介した．我が国の温泉

地の多くにおいては，廃業宿泊施設・

空き店舗等が増加し，それらが景観を

損ねているという問題がある．

観光地の再整備のために，我々は，

既存の国の助成制度を紹介すると共

に，本当にそれだけで十分であるのか

について，今後，さらに調査・検討する

必要があると考えている．

注

注1）当該市町村の住宅地図の調査・発行年度が若

干異なるため，必ずしも一致していないが，原則

として，1990年，1995年，2000年，2007年（最新

版）の4つの時点の調査を行った．なお，本稿で

いう宿泊施設とは，ホテル，旅館，民宿およびペ

ンション等をいい，企業の保養所等を含まない．

注2）本節は，以下の日程に行った現地インタビュー

調査に基づく．鬼怒川：2007年2月8日，鶯宿温

泉：2007年6月13日，層雲峡：2006年11月9日．

注3）2008年1月，電話インタビュー調査．なお，2008

年度からさらに補助要件等が緩和される予定で

ある．
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制度名 所管 種類 目的 内容 事例

観光ルネサ

ンス事業

観光地域づ

くり実践プ

ラン

広域・総合

観 光 集 客

サービス支

援事業

エコツーリ

ズム総合推

進事業

国交省

国交省

経産省

環境省

ソフト

ハード

ソフト

ハード

ソフト

ソフト

外国人受

入環境整

備・人材

育成

広域観光

地の整備

サービス

分野の立

ち上げ支

援

エコツー

リズムの

活動支援

歴史的建造物

の買取・改修，

案内標識の整

備，ポケット

パーク整備

域内の観光資

源をつなぐ道

路整備，ポ

ケットパーク

整備，水辺の

交流拠点整備

IT化・マーケ
ティング支援

インストラク

ターの育成

など

村上市

など

能登半

島など

オンパ

ク（別

府）な

ど

■表―1 観光に対する主要な補助制度

所管

対象

区域

（原則）

適用事例

（代表例）

対象事業

まちづ

くり交

付金

街なみ

環境整

備事業

歴史的

港湾環

境創造

事業

海岸環

境整備

事業

国交省

国交省

国交省

国交省・

農水省

地区要件

なし

住宅密集

地等

港湾域

海岸（港

湾局・河

川局・農

村 振 興

局・水産

庁所管）

鬼怒川温

泉（除却・

公園）

奈良井宿

（道路美

装化）

小樽港

（運河）

熱海

（サンビ

ーチ）

水辺

○

○

○

建物

修景

○

○

○

建物

除却

○

○

○

公園・

緑地

○

○

○

○

道路

駐車場

○

○

○

○

■表―2 国交省の主要な補助制度

所管
対象

区域

適用

事例

対象事業

水辺
建物

修景

建物

除却

公園・

緑地

道路

駐車場

戦略的

中心市

街地活

性化支

援事業

田園空

間整備

事業

農山漁

村活性

化プロ

ジェク

ト支援

交付金

経産省

農水省

農水省

中心

市街

地

農村

地域

農山

漁村

豊後高田

市など

古塔の里

（上田市

など）

2007年
度創設

△

親水

△

○

○

○

○

廃校

廃屋

△

（コミュ

ニティ

広場）

○

○

○

○

農道

○

農道・

林道

■表―3 国交省以外の主要な補助制度
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■講演の概要（毛塚）

1――観光地再生の対象

観光地の再生事例は，意識，建物，

街区，地区，地域の5つの観点からみて

いくが，最も重要なのが経営者，地域団

体，市民，行政などの意識の再生であ

る．ただ，今回は，街区と地区のレベル

に焦点をあてて話を進めたい．

2――温泉地の再生

深刻な温泉地の多い中，いくつかの

再生例が見られる．

①黒川温泉（熊本県南小国町）

小さな旅館が低迷していたときに，新

明館がモデル的な改修を行い，他の旅

館に広がった．露天風呂巡りや渓流沿い

の植樹・看板撤去のしかけづくりなど，や

れそうでやれなかったことに成功し，今

や泊まりたい温泉地のトップを保っている．

②阿寒湖温泉（北海道旧阿寒町）

大きな温泉地は，ハード整備より，ま

ずは「来てください．」という取り組みが

行われるが，この温泉でも，阿寒湖とア

イヌ文化のブランドで広域連携を進め

ている．周遊バスの運行やお客を商店

街に向けるための社会実験を行ってい

るが，注目は，地元の旗艦旅館を経営

するグループが，任意整理された旅館

を買収し，高級旅館として再生したこと

である．ただ，広域連携では限界があ

るため，環境省などとも連携し，集団施

設地区の整備のあり方を検討中である．

③山代温泉（石川県加賀市）

老舗の温泉地の代表例である．利用

が大きく落ち込んでいたが，近年横ば

いとなっている．最初はイベント効果で

注目度を高め，徐々に温泉街に目を向

けさせ旅館施設の開放をしていくという

過程をたどった．九谷焼のミニギャラリー

で人気を得るというモデルを示すこと

によって徐々に空き店舗が他のものに

変わっていった．また，市が旅館跡地を

買収しNPOが運営する観光交流拠点の

整備が進められている．

④有馬温泉（兵庫県神戸市）

立地は良いが，阪神淡路大震災や景

気の低迷などにより利用が伸び悩んで

いる．そこで，有馬らしい滞在型温泉地

を目指したところ，交流人口，入込客数

とも伸びてきた．空き店舗対策としては，

まず，有志で合資会社を設立し，やる

気のある商店がモデルとしてラーメン店

や天ぷら屋を開業し，事業展開した．

施設整備，改修には，保養所を「有馬の

工房」に改修するなど市も積極的に取り

組んだ．また，地元旅館が廃業旅館を

借り受け，外国人が気軽に泊まれる泊

食分離のホテルを開業した．泊食分離

は温泉街全体でも推進している．これ

らは，多様な宿泊ニーズに温泉街とし

て対応しようとする姿勢の表れである．

なお，休止・閉鎖保養所の活用は，構

造改革特区の適用を受けて賃貸借手続

きを簡素化することにより可能となった

ものであり，芸術村づくりを構想している．

⑤各地の旅館再生の動き

複数旅館の一体再生の例としてよく知

られているのが雲仙温泉である．地銀

が4軒の旅館の債権の一部を放棄した

上で新たな設備投資に融資するという

形で再生を図った．4館とも工夫して，

歩調を合わせて再生を図った．日光・

鬼怒川温泉の産業再生機構による6旅

館の再生も有名である．

個別旅館の再生として，投資会社に

よる旅館の再生も行われている．しか

し，これらは有名観光地であり，どの温

泉地でもできるというものではない．

3――まちなか観光地の再生

①兵庫県豊岡市（旧出石町）

商店街の衰退，城崎などへの通過観光

地化という問題を抱えていたため，城下

町としての歴史的たたずまいを活かした

まちなか観光の促進を20年程かけて取

り組んできた．歴史的町並みの保全のシ

ンボル的建造物の櫓などは町民の寄付

が活用されているのが特色である．出石

焼の皿にそばを載せるというユニークな

「出石そば」の店は，当初の3軒から45軒

に拡大したが，不況業種の転業が多かっ

たのが興味深い．中心市街地活性化の

主体となるTMO（まちづくり機関）も7割

強が町民出資というのがポイントである．

②長野県小布施町

栗・栗菓子のまちだが，北斎館開館で

一躍観光客が来るようになり，これを契

機に地区修景でまちなか観光を促進し，

現在の賑わいを作り出した．地区修景は，

土地所有者5者が事業組合を設立し，そ

れぞれが土地を無償提供し，駐車場兼

広場を整備したのを契機に，建築家宮本

忠長氏のコーディネイトで極めて統一感

のある地区となった．また，老舗店舗が

競い合って質の高いサービスを提供し，

良質の品格あるたたずまいとなった．土

蔵を活かしたゲストハウス，空き駅舎を

借り受けた交流サロンなど民間が資金を

出し合った町民主導のまちづくりも注目

される．現在，森の駐車場を整備中だが，

樹木で緑陰をつくるなど，地区修景で培

われたノウハウを生かしている．

③岐阜県飛騨市（旧古川町）

この町は，みんなで話し合うという「総

寄り」の気風に加えて，一旦決まったこと

は守らなければならないという「そうばく

ずし」を嫌う風土があり，まちづくりは，こ

れらがベースとなっている．景観形成計

画策定以前に景観デザイン賞など町独自

の制度を先行して行っていたが，旧役場

跡地の活用による匠文化館の整備など集

約的な整備，瀬戸川沿いの町並み整備

などを行うことにより回遊性を高めること

で観光客が訪れるようになった．その後，

周辺も含めた街並み整備を進めている．

④新潟県村上市

まち中心部における道路拡幅につい

て，「拡幅して成功したまちはない．」と老

舗商店主が異論を唱えた．確かに飫肥

の事例についても専門家の間で評価は

分かれる．道路拡幅をせず，まちなかを
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活性化させる策として，自分たちで町屋

に埋もれたお宝を活用したイベントおこ

しを始めた．これが人形さま巡り，屏風

まつりで，近年有名になっている．ブロッ

ク塀を黒壁に改修するプロジェクトも黒壁

1枚千円運動を展開し，市民の基金を10

年で1億円集めて外観再生を支援しよう

としている．できることは自分たちの力で

やっていこうという活力の表れである．

そして，これと並行して，中心市街地の

本格的な街並み整備も予定されている．

⑤大分県豊後高田市

取り残された街を「昭和の街」をコン

セプトに再生しようというまさに逆転の

発想で有名になった．30以上の店舗が

外観を整備し，併せて拠点整備を進め

た．さらに近年，広域連携により安定的

な入込増を狙っている．

⑥千葉県香取市（旧佐原市）

祭り好きが築いた街の気風がまちづ

くりのベースとなっている．3億円の寄付

金で伊能忠敬記念館を整備した．中心

市街地活性化事業は始まったばかりだ

が，TMOを設立して舟運事業などを始

めている．「佐原おかみさん会」という女

性パワーが「まちぐるみ博物館事業」を

展開しているのも注目される．また，成田

空港との近接性を生かし，バスを空港と

の間に走らせて外客誘致に努めている．

⑦滋賀県長浜市

ここも，町衆の気風と活力がベースで

ある．長期的展望として博物館都市とい

う構想をもっている．ガラス工芸の導入

を契機に黒壁の店舗による街区が形成

され，これに連動して空き家及び空き店

舗の活用がなされた．さらに並行して主

要な街路が再生された．高齢者を活用

した任意団体がまちづくりの主体になる

など様々な主体がまちづくりにかかわっ

ていることも特色となっている．これは，

これから本格的に取り組む中心市街地

活性化にも影響を及ぼしていくだろう．

⑧福島県会津若松市（七日町通り）

大正ロマン調のまちなみづくりをコン

セプトに歴史的建造物の保存を進めて

いる．県・市の家賃半額補助を活用し

て41軒の空き店舗を改装・業種転換し

た．また，ここでも女性パワーが活用さ

れたが，特に「4つのどうぞ運動」という

おもてなしの取り組みは話題となった．

TMOが，病院跡，大型空き店舗，空き

倉庫を商業系施設に変えて，市街地活

性化に資する拠点整備を行っている．

⑨滋賀県彦根市

地区計画を住民が考え，行政が脇役

だったという点で，中心市街地としては

優等生である．キャッスルロードはシン

ボルロード事業で街路拡張，電線地中

化等を行ったが，町割りがよかったこと

もあり，自己負担がほとんどなしで済ん

だ．四番町スクエアでは，街なか再生

土地区画整理事業が最小0.5haまで適

用されることに目をつけた．集約換地に

よる共同利用街区で核店舗を整備した

のもおもしろい手法である．

4――農山村観光地の再生

観点の注目されるものをとりあげる．

①長野県飯田市

拠点作りに金をかけず，ソフト主体で

再生を図っている．体験教育旅行など

団体にターゲットをしぼり，その受け皿

として農家民泊を用いた．3泊4日のうち

農家民泊は1泊に限定し，他は宿泊施

設で対応するというもので，地域全体で

受け入れているしくみがユニークであ

る．旧下伊那郡全体を連携しているの

も特色で，中核に南信州観光公社とい

う優れた組織がある．

②大分県宇佐市（旧安心院町）

初期投資を低価格にしたいため，会

員制農家民泊という宿泊システムを進

めている．旅館業法，道路運送法，旅

行業法の運用を県が見直したところ，

国の規制の見直しにもつながった．

③新潟県柏崎市（旧高柳町）

じょんのび（スローライフ）をコンセプト

にし，まず，茅葺きのたたずまいを保全

し，同時に滞在拠点を作っていくという例

である．最初に拠点作りをしがちだが，ま

ず「保全」から始めた所がポイントである．

④京都府南丹市（旧美山町）

民家集落の保全を進めているが，集

落の自立のために保全をしっかりやっ

ているというのが特徴である．交流館，

食事・物販施設，民宿などを集落全戸

出資の有限会社で運営するなど，集落

ぐるみの取り組みとなっている．

5――観光地域の再生

①広域連携

広域プロモーションの例としては，北

東北観光圏など各地のディスティネーショ

ンキャンペーンなどがある．広域ネット

ワークとしては，関西歴史街道などがあ

るが，あまり成功した例はない．広域ブ

ランディングとしては，伊吹山山麓の伊

吹薬草共和国や高知県幡多郡の幡多

フィールドミュージアムなどがある．

②事業者連携

西四国地域では，志を同じくする宿

泊施設8軒が連携し，「るーらるぽけっ

と」という共同事業を展開している．

なお，この1月に，「観光圏の整備によ

る観光旅客の来訪及び滞在促進に関す

る法律案」が国会に提出されたと報道

されており，広域連携に弾みがつくこと

が期待される．

6――観光地再生のキーワード

今までとりあげた事例から俯瞰的に

見える再生のキーワードとして，土壌，

ブランド，牽引者，合意形成，計画策定

（ハードとソフト），始動，制度，資金，担

い手，ルール，活力などがあげられる．

「合意形成」はやっかいだが大変重要

であるし，「計画策定」はコンサル任せで

はいけない．「始動」は，実験・実証，モ

デルづくりなど何をきっかけに再生して

いくかということだが，これも重要なポ

イントとなる．「制度」はメニューがいろ

いろあって翻弄されている面がある．
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「資金」も公的資金，民間資金，市民の浄

財など多様なものがあり，賢く使いこな

していくことが必要である．「ルール」に

ついては，地域独自のルールをきめ細か

く考えていかなければならない．「活力」

については，地域経営，コミュニティビジ

ネスなどを通じて，お金を地域の中に循

環させる仕組みづくりが課題である．

7――制度設計・運用の課題

観光地全体でみると，制度の分権化や

地域独自の制度設計，運用が重要である．

温泉地については，地区再生への支援を

進めなければならない．まちなか観光地

では，TMO的な組織のマネジメント力強

化が課題である．余剰金のあるTMOは，

120のうち40程度という調査もある．農山

村観光地の場合は，歴史的まちなみ等と

は異なり価値の位置づけがあいまいなた

めに，景観が失われつつあるという側面

がある．また，10年で陳腐化を余儀なく

されてしまうのに，補助事業との関係で再

生が進まないという状況もある．こうした

点からも，まち・むらづくりと絡めた自立的

な地域経営への支援が重要となる．

■質疑応答

Q 最近，産業考古学や環境保全の観

点を踏まえ，観光地の「創生」という

考え方・運動が唱われ始めている．

研究にあたって，「再生」ではなく，

「創生」という考え方がとれないか．

A 小樽，函館，横浜，富岡，門司港な

ど近代化産業遺産の活用事例は多

い．舞鶴，桐生などこれからも増えて

いくだろう．空間的にもおもしろい部

分があるので，これからも興味深い

事例がでてくることを期待したい．

C 会津東山温泉の再生を行っている

が，制度を活用する際に，額が小さ

いことと，行政の現場も利用できるか

どうかわからないことが問題である．

C キーワードとして「動線」を加えて欲

しい．動線上のすべてを魅力的にす

る必要がある一方，魅力のないとこ

ろを歩かせない工夫で，長浜，出石

などは成功している．なお，安心して

歩ける歩行者空間も重要であり，長

浜，出石はその成功例でもある．

Q 温泉地衰退の原因は何か．そして

再生の処方箋は何か．

A 衰退の原因はいろいろあるが，団体

向けの殿様商売のしっぺ返し，交通の

便がよくなって通過点になってしまった

ことなどがある．また，温泉地では，誘

客に目が奪われ，その土地ならではの

魅力をないがしろにしてきた面もある．

また，外的要因より，内的要因にどう

立ち向かうかが重要である．観光に携

わる事業者だけが観光を考えるのでは

なく，他産業との連携が必要である．そ

して，地域の中で観光地の果たす役割

を積極的に説得することが重要である．

C キーワードにマーケティング，人材開発，

持続性，交通を入れてほしい．特にマー

ケティングは，その観光地が日本の中で

どういう位置を占めるのか，交通はど

うなっているのか，市場がどこにあるの

かといった観点から観光地をマネジメ

ントするものであり，重要である．

Q 地域の民芸的な観光資源だけでな

く，演劇の利賀村やジャズ，ビエンナー

レ，サーキットなど，外から資源をもっ

てきたり，ブランドとして世界に発信

できるようなものを育てることも重要

ではないか．このための支援を国も

含めて行ってはどうか．

A もちろん，最初に地域資源ありきで

はなく，利賀村のほか，アートで成功

している新潟県の妻有地域の例もあ

り，可能性はある．ただ，重要なのは

人と人との出会いを育む地域の意志

とコーディネイトする人の存在である．

Q 観光における県の役割はどうなっ

ているのか．

A 長野県に温泉地とスキー場の再生

の支援の例があるが，金額的にはわ

ずかである．市町村合併が進み，培

われた活気の低下や財政不足が懸念

されるが，県レベルでの評価やサポー

トが必要かもしれない．また，観光圏

形成に関わる新法が国会に提出され

ているが，有効に利用できるよう戦略

を工夫するために県の果たすべき役

割はあるものと考える．

Q 慰安旅行に代わる観光需要はどう

なっているのか．観光地から，発地側

のターゲットをしぼっていっているのか．

A 小グループによる旅行の割合は増

えているが，団体旅行も，産業観光な

ど目的を持ったツーリズムは開拓の

余地がある．北九州，和倉のように，

外国人観光客をしたたかに狙うとい

う取り組みも行われている．ただ，観

光地としてターゲットをひとつにしぼ

るのは難しい．地域でいろいろなニー

ズに応えていくことが必要である．

Q 国の観光政策を進める上で重要な

のは観光統計であると考える．衰退

観光地とうまく行っている観光地の両

極を比較し，どういうコンセプトによっ

て違いがでたのかを統計を使って分

析するなど有効に活用できる．現在，

整備されつつある観光統計をどう使

うかについて，主導できるネタをつく

るつもりで研究してもらえないか．

A 観光統計がバラバラなのは統一し

てほしい．また，過去の統計の取り方

も残して連続して利用できるようにし

てほしい．

統計のあり方を主導できる研究と

いう点については，前向きに検討し

たい．

（とりまとめ：運輸政策研究所　内田　傑，早川伸二）
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